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帳簿」（『国民経済雑誌』第 201 巻第 5 号）




























（『国民経済雑誌』第 202 巻第 5 号）は、
兼松で会計記録を司った人の側面により踏
み込んで分析を加えたものである。明治後
期から第一次大戦の頃までの兼松において
の会計主任は、同志社で神学を修めて布教
活動に従事したのち同郷の者から兼松入り
を勧められて入社した異色の人材であり、
それに 17歳で入店した女性店員の 2名で会
計部は何とか運営されていたという事実か
らも察せられるように、その頃の会計部に
対する評価は輸入部や輸出部といった営業
部署よりも低く、高商クラスの学卒者はも
っぱら営業部隊に配属され、会計部員は営
業部員より賃金も低かったという。それが
第一次大戦期後の業務の複雑化に対応して、
会計部は従来の会計業務に加えて有価証券
や為替売買など財務部門の機能をも担う部
署となり、その性質は大きく変容する。会
計部は高商クラスの学卒者の初配属先とし
て学卒者を安定的に確保できるようになっ
て人数も増え、シャンド・システムを昭和
初期には放棄して会計上の改革を断行した
ことなどにより会計処理能力も大きく進展
した。そのような状況に応じて、会計部員
は従来のような社内での低い待遇から脱し
ていく。そして明治期に西洋的な複式簿記
技術が導入されたといっても、兼松のよう
な一会社内でみればそれがすぐに機能した
とはいえず、それは「近代化」として意義
付けるのではなく、西洋化装置受入れの心
的準備段階であったとの理解が示される。 
「明治・大正期の兼松羊毛バイヤー」（『神 
 
 
戸大学経済経営研究年報』第 59 号）は、兼
松の最重要取扱品であった豪州羊毛につい
て、明治中期から第一次大戦期における同
社羊毛バイヤーの実態に迫ったものである。
当時の羊毛買付はシドニー支店長の北村寅
之助を中心に広戸茂吉や現地人のコッスに
よって担われたが、特に北村はシドニー工
業学校羊毛科の教師に師事して修業を積み
英国政府公認の羊毛鑑定人に任命されるほ
どの能力を持つにいたった人物であった。
これらバイヤーの能力の高さに裏打ちされ
て兼松は明治後期には、他の羊毛買付商と
の競争に打ち勝ち、日本の羊毛輸入量の圧
倒的比率を占めることができたと指摘する。
羊毛バイヤーの育成はたやすいことではな
く、シドニー支店内では日本人、豪州人を
問わずバイヤーの内部育成をはかっていた
が、ほとんど軌道に乗ることはなかった。
それでも上記 3 名のバイヤーでなんとか支
障なく支店運営ができたのは、明治後期に
おける兼松の羊毛取扱量がまだそれほど多
くなかったからであったという。また豪州
での買付業務は真夏を含む 5 ヶ月間が繁忙
期で、体力的にも非常な激務であったから、
閑散期においては店員に小遣いを与え 2 週
間の臨時休暇をとらせていたという事実な
どは興味深いものがある。 
以上 3 本の論稿を紹介したが、神戸大に
寄託されている史料が膨大なだけに兼松研
究の内容は会計関係や労務管理、人的資源
など実に幅広い。藤村氏は最近『兼松は語
る～「兼松史料」で読み解く戦前期の歩み』
という冊子をも刊行されているので、合わ
せて一読されたい。 
 
 
